
 

 

 

 

 

 

 

第 1929 回例会  

平成 29 年 9 月 25 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F  

地区協議会 報告 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング   「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 41 名   出席者数 26 名 

  出席率 63.41 ％  前回修正出席率 68.29 ％ 

 

４．会長スピーチ      副会長 岩井 克次 君 

 みなさん、こんにちは。

本日は会長が欠席のため、

代わってスピーチさせて

いただきます。 
まず、9 月 11 日、理事

会の報告をさせていただ

きます。 
(1)10 月 2 日の夜間例会は、

商工会議所で月見例会を

兼ねます。 
(2)地区大会の参加は、11 月 4 日、5 日で 4,000 円を

個人負担とします。 
(3)社会奉仕委員会のアンケート結果 
①たんぽぽの会については、継続するよりもやり方

を考えなおしたらどうか 
②清掃活動はやった方がよい。浜の宮の清掃をやっ

てもよいのでは。 
③ダルクの会の支援は、続けた方がよい 
④献血は他のグループとの協同の献血にしたらど

うか。 
⑤新しい社会奉仕を考えて立ちあげたらどうか 
例:子供食堂への協力等 

(4)その他 
新年夫婦例会の試食会は、4 名程度に縮小して実施 

 最後に角谷さん、荻野さん、花田さん、地区協議会

の報告卓話を宜しくお願いします。 

 

 

 

５．幹事報告                 幹事 阪口 洋一 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
有田ＲＣ     10 月 5 日（木）→10 月 5 日（木） 

18:00～ 橘家 お月見夜間例会 
和歌山南ＲＣ   10 月 6 日（金）→10 月 5 日（木） 

18:30～ ダイワロイネットホテル 
（和歌山城南ＲＣとの合同夜間例会） 

○休会のお知らせ 
 
６．会員卓話         地区協議会の報告 

○青少年奉仕委員会     委員長 角谷 太基 君 
みなさん、こんにちは！

青少年奉仕委員会の地区協

議会の報告をさせていただ

きます。しかしながら、私

自身、勉強不足で、基礎知

識不足での当日参加してし

まったため、当日の内容を

ほとんど、理解できないま

まに帰ってきてしましまし

た。申し訳ありません。 
ロータリアンとして、当たり前の知識、情報である

とは思いますが、ここでは、私自身がこの機会を得て、

学ばせていただきました青少年奉仕委員会のそもそ

もの活動理念と事業目的、そして、その実践としての

具体的な四つの活動について報告させていただきま

す。 
まずは、青少年奉仕委員会の理念と目的についてお

話させていただきます。青少年奉仕委員会の理念と目

的とは、ロータリーの青少年健全育成プログラムを通

して、将来の未知なる若者たちに、貴重な浄財を使っ

てでも、また、ロータリアン自らが奉仕の汗をかいて

でも、青少年たちに、将来の社会生活において、よき

社会人となり、よき社会の指導者となり、よく地域文

化の伝統を継承し、地域に貢献する人材の育成を願い

実践し、実現するところにあります。 
また、倫理観の高い人格者として育成することはも

ちろんですが、同時にロータリーの奉仕の精神を継承

し、社会における各分野での奉仕のリーダーへと成長

させることも目的であります。その願いと期待を託し、

実現していくには、私たちロータリアン自らが汗をか

くこと、つまり、奉仕の実践と行動する勇気と実行力
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を示すことが不可欠となります。その奉仕活動は、以

下の四つであります。 
①インターアクトクラブ活動②ローターアクトク

ラブ活動③RYLA セミナーの実践④青少年交換活動 
それでは、それぞれについての具体的な活動内容に

ついて説明させていただきます。 
 1.インターアクトクラブ活動について 
インターアクトは、12 歳から 18

歳までの青少年のための国際ロー

タリーの奉仕クラブです。インター

アクトクラブは、支援や指導を与え

るロータリークラブが提唱して結

成されますが、運営面でも経済的に

も自立しています。 
クラブ会員の構成はさまざまです。男子のみ、女子

のみのクラブもあれば、男女混合からなるクラブもあ

り、その規模も大小さまざまです。会員基盤は 1 つの

学校の学生から集められる場合もあれば、同じ地域社

会内の 2 つ以上の学生からなる場合もあります。 
毎年、インターアクトクラブは少なくとも 2 つの社

会奉仕プロジェクトを行い、そのうち 1 つは国際理解

と親善を推進するものとされています。プロジェクト

を通じて、インターアクトクラブの会員であるインタ

ーアクターは地元社会や海外のクラブと友情のネッ

トワークを築きます。 
2.ローターアクトについて 

現在は 167 カ国以上、8,000 のク

ラブを要するまでになり、ローター

アクトの会員数は約 16 万人で世界

的には増加傾向にありますが、残念

ながら日本ではロータリアンと同

様、減少傾向にあります。ローター

アクトクラブは、18 歳～30 歳までの青年男女の集ま

りで、ロータリークラブによってつくられたもので、

その成り立ちから、ロータリークラブ同様、奉仕の精

神が共通の理念です。そして、その目的は、次の世代

を担う青少年たちの自己の知識や能力を高め、地域社

会への奉仕とか、国際的な理解を深めることによって

お互いの親睦を深めていくことです。この活動の結果

として、世界平和に貢献する団体であるということに

もつながっていきます。 
例会の開催により、未来のリーダーとしての知識や

技術を高め、地域社会のニーズに協力し、奉仕を通じ

ての親睦により、世界に目を向け、研修する団体にな

っています。ローターアクトクラブ定款により次の 5
つの目標を掲げています。 
①専門技術および指導能力を開発すること 
②他人の権利を尊重する観念を養い、あらゆる有効な

職業の道徳的水準及び品位を保持し、推進すること 
③若い人々に地域社会をはじめ世界社会のニーズお

よび懸念事項を提起する機会を提供すること 
④提唱ロータリークラブと協力して活動にあたる機

会を提供すること 
⑤ロータリーにおける将来の会員として若い人々の

意欲を喚起すること 

ローターアクトクラブの会員であるローターアク

ターは、奉仕活動を通じて友情を育むことができます

し、ローターアクトクラブはロータリークラブによっ

て提唱されますが、その運営と資金調達は自らが独自

に行うことになっていますので、これによって会員は

リーダーおよび職業人としての技能を養うことがで

きます。 
具体的な活動として、日ごろ、ロータリーファミリ

ーの一員として、私たちの届かないところで奉仕活動

を通じて、世の為、人の為になることを実践していま

す。たとえば、クラブ行事として、プルタブ、アルミ

缶集め、献血活動、エイズキャンペーン運動への参加、

地域お養護施設等への訪問及び児童との交流、フリー

マーケット、海岸や道路の清掃、地域のお祭りへの出

店とお手伝い、他クラブとの交流会と合同行事等々を

行っています。 
ローターアクターは奉仕活動の中で、「出会い・感

動・成長・親睦」を体験して同世代の若者がなかなか

得られない素晴らしい経験し成長していきます。 
3.RYLA について 
国際ロータリーでは、

Rotary Youth Leadership 
Awards の頭文字をとっ

て、RYLA(ライラ)と呼ん

でいます。14 歳から 30 歳までの若い人たちのための

常設プログラムで 1971 年に公式採用されたものです。 
若い人々に指導者及び善良な市民としての資質を身

につけると共に、それを伸ばすことを目的としていま

す。(2640 地区では、インターアクトが現在中学生か

ら高校生までを対象としていますので、留学生を除い

て 13 歳から 30 歳までの人を対象としています) 
その歴史はアメリカにて 1949 年頃からカルフォルニ

ア、ミシガン、ペンシルバニアの各州で、数地区で高

校生の男子を集めて指導者キャンプをするというも

のを開発したことに始まります。参加者が指導能力を

得る機会・場所を得て、自分の指導技術を磨くという

プログラムです。これが教育的レクレーション活動に

よる、指導者キャンプ方式の RYLA の始まりとなり

ました。 
4.青少年交換活動について 
年間 8,000 人以上の若者が、ロ

ータリー青少年交換活動を通じて

貴重な体験をしています。これは、

彼らにとって一生に一度の機会と

なっています。ロータリー青少年

交換に参加する学生は、最高で 1
年間、母国以外の国でホストファミリーと生活を共に

し、学校へ通います。ロータリーの長期と短期の青少

年交換プログラムによって、参加者は、新しい生活様

式、さらには新しい言語、そして自分自身についても

多くの発見する機会を得られています。また、参加者

は、自国やその文化、自分の考えを出会った人々に伝

える若き親善大使として、新しい友人を作りながら、

世界を一つにする役割も担っています。 
最後に私自身が学んだこととして、ロータリーの奉



仕事業の中で、非常に重要な位置づけとされている青

少年育成支援プログラムの健全育成授業は、数値で表

すことができず、すぐに答えを求めることが困難であ

ると同時に、時間とエネルギーを必要とする事業であ

ります。ですから、経営上の営利を追求する一般企業

では理解できない事業であり、奉仕団体であるロータ

リークラブであるがゆえに成立する理念であり、事業

であると思います。 
ロータリーとして、世界平和への願いの為の真の奉仕

活動であるがゆえに、大海原にロータリーの大切な浄

財と、ロータリアンの情熱と奉仕の汗を投げ入れるべ

く壮大な事業であると理解できました。 
委員長を仰せつかりました私の役割と立場として、

決して、世の中の何事にも、無関心や傍観者にならず、

その事業の目的意義をしっかりと理解し、実践してい

かなければならないと思っています。 
壮大な事業であり、単年度で行う事業ではありません

ので、海南東ロータリーとして今までどのような形で

進めてこられ、どのように積み上げてこられたのかを

理解し、継承し、役割を果たしていきたいと思います。 
ご清聴、ありがとうございました。 
 
○職業奉仕委員会      委員長 荻野 昭裕 君 
ロータリーの奉仕の精神

は実にすばらしいものです。

親睦を深め自分の職業に情

熱を持って働き、その上社会

の為に奉仕の精神を発揮す

る集団と認められています。

世の中には、慈善事業や寄付

行為を見て「自己顕示の為の

偽善ではないか」と批判する

人も少なからずいます。 
この批判に対して私は思うのですが、自分の命を捨

ててまで他を助けるような「無償の行為」という立派

な行為はできませんが、せめてお役に立ちたいという

思いで、たとえ偽善と言われてもいいのだと謙虚な気

持ちでやっています。出来るときはできる、出来ない

ときはできないと、それぐらい柔らかい気持ちで臨ん

でいます。 
以前卓話で仏教の修行の一つである布施業の話を

させて頂きましたが、もう忘れたころと思いますので

再度お話させて頂きます。布施は、財のある人は財を

施し、財のない人でも施しができる方法を「無財の七

施」(むざいのしちせ)といって、だれにもできる布施

があることを教えています。たとえば、 
一、人にやさしいまなざしで接する眼施(げんせ) 
二、にこやかに人に接する和顔悦色施(わげんえつじ

きせ) 
三、人にやさしい言葉で接する言辞施(ごんじせ) 
四、人に礼をつくして接する身施(しんせ) 
五、愛情のこもった心で接する心施(しんせ) 
六、人に座席を喜んで譲る床座施(しょうざせ) 
七、人をあたたかく家にむかえる房舎施(ぼうしゃせ) 
これらのことをすでに出来ている方もおられると

思いますが、私たちは迷いの塊ですので、完璧を目指

すのではなく出来る範囲でゆっくりと実行してみて

はいかがですか。少しずつ自分が変えられていくのが、

仏智の利益と言うものでしょうか。釈尊が説いた仏教

は、四苦八苦の娑婆世界をいかに生き死んでいくかの

道標です。仏の智慧を頂きより良い人生を送りたいも

のです。 
 
○ロータリー財団委員会   委員長 花田 宗弘 君 
ロータリー財団は国際ロー

タリーが支援する奉仕活動の

資金部門です。その使命は「世

界で良いことをしよう」をモ

ットーに人々の健康状態を改

善し、教育への支援を高め、

恵まれない人々を救済するこ

とを通じて世界理解、親善、

平和を達成できるようにする

ことです。この資金は各ロータリアンからの年次寄付

と大口寄付から成り立っています。 
各ロータリアンからの寄付額は任意ですが、ロータ

リー財団としては世界平均で毎年$100/人を目標とし

ています。日本は比較的裕福なので$200/人を目標と

しています。我がクラブとしては$50 を年会費から支

払い、任意寄付で＄100～200 をお願いしています。 
ロータリー財団の資金の利用法は、まず、寄付金を

3 年間資金運用した後、その 50%を地区に戻してきま

す。地区はその半分の 25%を要求に応じてクラブに

地区補助金として分配します。 
この補助金はクラブの裁量で奉仕活動に自由に使

用することができます。残り 25%はグローバル補助

金(DDF)として使われます。グローバル補助金は 2 カ

国以上が協力して行う国際的なプロジェクトで、総額

$30,000以上で次の重点6項目に当てはまる必要があ

ります。 
*平和と紛争予防/紛争解決 *疫病予防と治療 *水
と衛生 *母子の健康 *基本的教育と識字率向上 *
経済と地域社会の発展 
事業内容として地域社会への人道的奉仕活動の他

に、職業研修チームの派遣および受け入れ(VTT)、奨

学生の派遣等にも使用可能です。 
当クラブは、2002-03 年度以来アジアの中で貧しい

国の一つであるフィリピンに国際奉仕活動として援

助してきました。 
今年度(2017-18)は台湾彰化東南 RC と共同で水の

ない離島に海水淡水化装置を納入予定でしたが、ドイ

ツの装置メーカーとの連絡が取れなくなったため、井

戸を掘る方式に変更になりました。目下現地と具体化

につき話し合い中です。 
来年度(2018-19)はマングローブの植林プロジェク

トを計画中で、地区補助金も申請済みで承認されてい

ます。 
来年 3 月頃現地訪問を予定していますので出来る

だけ多くの方の参加を期待しています。 
 



７．閉会点鐘 

次回例会 

第 1930 回 平成 29 年 10 月 2 日(月) 

19:00～ 海南商工会議所 4F 

月見例会 
お誕生日、結婚記念日のお祝い 

 
 
 

 

 

阪口 洋一 君  昨日、元米山記念奨学生の郎君

より電話があり、26 日の卒業式

に出席して欲しいと連絡があり

ました。花田さんが、都合が悪

いため、私が出席します。 
上田 善計 君  何年かぶりに昼の例会に出席し

ました。これからも出席出来る

ときは、出席します。 
花田 宗弘 君  本日、委員会報告をさせて頂き

ます。 
宇恵 弘純 君  イーストゴルフコンペに参加し

て来ました。中西会長に往復乗

せて頂き助かりました。 
岩井 克次 君  会長代行します。本日のスピー

チよろしくお願いします。 
桑添  剛 君  イーストゴルフコンペに参加し

て来ました。ブービーでした。

中西さんに送迎していただき、

誠にありがとうございました。 
阪口 洋一 君  花田さん、荻野さん、角谷さん

本日の卓話よろしくお願いしま

す。 
前田 克仁 君         〃 

 
 
 
 

ロータリーが被災者を支援 
 
ハリケーンや地震などの災害が各地で発生する中、

各地のロータリークラブが被災地域で支援活動にあ

たっています。 
「財団が世界中から寄付を募り、地元のクラブが迅速

に救援活動にあたる。これこそロータリーの力です」

と、アーリントン・ロータリークラブ（米国テキサス

州）会員のドン・メーバスさんは話します。 
強大な地震が発生し

たメキシコでは、建物や

高速道路が破壊され、何

百人もの犠牲者が出ま

した。ハリケーン「ハー

ビー」「イルマ」「マリア」

による壊滅的な被害は、

復興に数十億かかると推定されています。 
シエラレオネ、バングラデシュ、インド、ネパール

では、集中豪雨と土砂崩れによって大きな被害が出て

います。 
ロータリーのパートナー組織であるシェルターボ

ックスも、これらの災害で避難生活を余儀なくされた

家族に支援を提供しています。 
支援方法は relief@rotary.org までお問い合わせく

ださい。クラブによる被災地支援活動については、ロ

ータリー アイデア応援サイトをご覧ください。 
 

ご寄付の方法 
ロータリー財団は、ハリケーンと地震の被災者の

ための寄付を受け付ける 3 つの使途推奨冠名基金

を設置しました。 
 
メキシコ地震 
アカウント名：Mexico Earthquake Recovery 
Fund 
アカウント番号：613 
 
ハリケーン「ハービー」 
アカウント名：Gulf Coast Disaster Relief Fund 
アカウント番号：608 
 
ハリケーン「イルマ」と「マリア」 
アカウント名：Hurricane Emergency Relief 
Fund 
アカウント番号：296 
 
ご寄付は小切手、銀行振込、クレジットカードでの

オンライン寄付で受け付けています。ご寄付の際に上

記のアカウント名とアカウント番号をご明記くださ

い。クレジットカードでのご寄付の領収証をご希望の

場合は、住所欄のボックスに印をつけて住所をお知ら

せください。 
 

「１年間の成果を祝い、次年度に向けて

エネルギーを蓄える場となるのが、国際

大会です」 
2017-18 年度 RI 会長、イアン H.S. ライズリー 

（オーストラリア、サンドリンガム RC 所属） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：村田 宏之  副委員長：中村 俊之  委員：寺下 卓  田岡 郁敏 


